
BLASTAMの 好適条件出現パターンの読み取リルールと予測の適合性

(農試環境部)

1.背 景とねらい                              |

「パソコンを利用した薬いもち発生予祭シるテム (BLASTAM)」 は、昭和 60年 に指導上の

参考に供 して葉いもちの発生予察に活用してきたが、全般発生開始時期や発生程度 (発生概評)を 予

測するための感染好適条件の読み取 りは発生予祭員の経験によるところが多く活用に制限があつた。

そこで、システムを予察や防除の意志決定支援に効果的に活用するため、これまで蓄積されたデ
ータ

をもとに適合性の高い読み取 リルールを案出した。

2.技 術の内容

(1)防 除所管轄地域別の全般発生開始時期予測のための読み取 リル
ールとその適合性

ア 防 除所管贈地域のアメダス観測地点 2点 以上で揃つて好適条件 (●、◎、①)が 出現 した場

合 (地域内では 1点 だが、隣接地域の観測地点で 1点 以上出現した場合も含む)は 、 7日 後に

その地域で全般発生開始時期となる。

イ た だし、前 5日 間の平均気温が20℃以下の準好適条件 (☆)で あつても、以前に前 5日 間の

平均気温が20℃に達 した日がある場合はこれを好適条件と読み替える。

ウ 本 ルールでの予測的中率は県中部および沿岸部93%、 県南部86%、 県北部57%で ある(表3)。

(2)発 生程度 (発生概評 !平年値 との比較)予 測のための読み取リル
ールとその適合性

ア 県 全体の発生程度予測 (好適条件出現時期による予測)

最初に複数の地域で (1)の 条件を満たす好適条件の出現が 6月 中にあつた場合は、並以上

となる可能性が高い。

イ 県 全体の発生程度予測 (好適条件の繰 り返じ数による予測)

(7)多 変量解析法で区分した地区 (図2)内 のアメダス観測地点 2点 以上で揃つて好適条件が

出現 (地区内では 1点 だが隣接地点で 1点 以上出現した場合も含む)し た地区が複数 (互い

に重複した地点のみで成立した場合は除く)あ る場合に 1回 とし、 7日 以上の間隔をおいて

繰 り返 した数で以下のとお りに予測する。

0回 :やや少～少  1回 :並  2回 :やや多 3回 以上 :多

(イ)読 み取りの期間は 6月 11日～ 7月 15日 (ただし、幼穂形成期が遅れた時はその時期まで)

とする。つまり、最終の予測時期は 7月 15日となる。

(ウ)以 上のルールでの予測的中率は71%、 1段 階の過大評価を含めると94%で ある (図1)。

工 地 区別の発生程度予測

地区別の発生概評を予測する場合も県全体の読み取リル‐ル (イ
ー(ア))を 用いる。その場合

の予測的中率は 1段 階の過大評価を含めると75%～ 94%で ある (表2)。        1

3.指 導上の留意事項
i

(1)本 ルールは病害虫防除所が発生予察情報作成に活用するほか、予祭情報に掲載されるBLAS

TAMの 判定結果表の読み取りに利用する。なお、地域の作付品種のいもち病抵抗性や防除対策

の程度および伝染源密度の高低よつては、本ル
ールが適合しない場合があるので、発生状況調査

等により総合的な予察を行 う。

(2)防 除指導への活用については昭和60年指導上の参考事項を参照のこと。
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4 .試 験成績の概要                  i

表 1 読 み取リルールによる防除所管轄地域別の全般発生開始期予測とその適合性

県南部 県中部 沿岸部 県北部

年次 好適日予淑J 実測値 通 合 好適日予源! 実測値 適合 好通日予測 実 測値 適 合 好適日予源J、実源J値通合

1982 07/278/① 7/⑥～8/①◎ 07/187/⑥  7/⑥  ◎  07/187⑥  7/⑥   ◎   な し なし な し ◎

1983 07/217⑥ を 7/⑥   ◎  07/217⑥  7/⑥  ‐◎ o7/217/⑥  7/⑤   ◎   な し なし  な し― !◎

1984 96/186/⑤  6/⑥   ◎  06/186/⑥ : 7③  0 00/186/⑤  7/④   0 06/186/◎  7/④  O

1985 07/047/③  7③   ◎  07/057/③ 7/③～④ ◎ 07/097④ 7/④～⑤ ◎  07/107/④ 7/④～⑤ ◎

1986 07/167⑤  7/⑤   ◎  07/167/⑤  7/⑤  ◎   な しなし 7/⑤   X  な しなし な し ◎

1987 o7/-1?7/0 7/④  l◎  o7/127/o 7/④  ◎  07/977/③  7/④   ◎  07/077/③ .な し  ×

1988 07/097④  7/④   ◎  07/097/④  7④  ◎  07/097/④  7/④   ◎  07/097/④  な し  ×

1089 07/147⑤  7/③   X 07/117/④  7④  ◎  07/107/④  7/④   ◎  07/10'/④  な し 文

1990 06/186/③  6/⑤  l◎  06/186/⑤  6/⑥  ◎  06/166/③ 6/Q=7/① ◎ 06/166/③  な し IX

1991 06/136/④ 6/④～⑤ ◎  06/136/④ 6/④～⑤ ◎ 06/136/④  6/⑤   ◎  06/136/③  6/⑤  ◎

1992 07/227/⑥  7/③   X o7/227/⑥  7/③  ×  07/047/③  7/③   ◎  07/o47/③  ケ/③ ◎

1993 07/137/④  7/⑤   ◎  o7/187/⑤  7/⑤  ◎  o7/137/④  7/⑤   ◎   な しなし 7/⑤   ×

1994 06/267/①  7/①   ◎  o6/267/①  7/①  ◎  07/077/③  7/④   ◎  o7/077/③  7/③  ◎

1995 07/027② 7/②～③ ◎  07/027/② 7/②～③ ◎ 07/027② 7/②～③ ◎  07/117/④ 7/②～③ ×

的中率 9396 57%

(凡例)好 適日 (感染好適条件出現日)

i _適 合性 :◎;良く適合している。

は月/日 。予測値、実測値は月/半 旬で表示したと

○;ほぼ適合してぃる。 Xi適 合 していない。
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図■ 好適条件の繰り返し数と県全体の発生圃場率の関係 図 2-い もら病発生地域区分
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表 2 地 区別の発生程度 (発生概評)予 測的中率

的中率%

県全体

94
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